
ようこそ、電子工作の世界へ

　今回は、いつもと違う切り口で、始めます。

　まれに電子工作と縁のなさそうな方が、私の動
画を見て下さる場合が あります。　　私の動画
は、専門用語が多いので分かりにくいだろうなと
思いつつ、最後まで見てもらったようで　大変 有
りがたく思います。

　今回は、ファンクションジェネレーターの キット
という事で、最低限この２つの用語を 説明してお
こうと思います。　　キットとは、
① 模型、機械などの組み立て材料一式
② ある目的のための道具一式（パンク修理キット）

　今回は、① の 組み立て材料一式 (説明書付き)

になると思います。

　ファンクションジェネレーターという用語は、説
明が難しいですね。 そのまま訳すと関数発生器
？みたいになりますよね。　ウィキペディアでは
任意の周波数と波形を持った交流電圧信号を、
生成する事の出来る電気計測器である。　主に
機器のテスト信号を送り込むために使われ、標
準信号発生器と機能や使われ方が似ているが、
より低週波の領域で使用される。
　と記述されています。

　通常のファンクションジェネレーターは、数万～
数十万円の価格帯の計測器です。　今回のファ
ンクションジェネレーターのキットは、数千円の価
格帯の物です。　要はアマチュアが 使う　簡易的
なファンクションジェネレーターという事です。

　昔、自作オーディオマニアの方で、持っておら
れる方が、いました。　人間の耳に聞こえる音の
周波数帯域の信号は、出力出来ます。 波形は、
正弦波、矩形波、三角波の３種類が 出せます。



秋月電子 歴代の とは、

　今回、見つかった秋月電子で、売られていた

FG（ファンクションジェネレーターの略）のキット

は、古い順に

①　秋月電子製　ICL8038 ICを使ったFGのキット

②　秋月電子製　XR-2206　ICを使ったFGのキット

③　FG085 Function Generator キット

　　 （ 海外メーカー(Jyetech) の キット製品を

　　　 秋月電子が、販売している。　）

の、３つと なります。

ICL8038という ICは、かなリ古いICで、1970年代

ごろに開発されたと思われます。　秋月電子の

キット①は、マニュアルの隅に 1985年初版、

1987年 2nd版と書いてあります。　私の持ってい

るのは、2nd版と思われます。　いつ頃 買ったか

価格は、いくらだったかは、今となっては分かり

ません。　この ICL8038は、製造終了となって、

かなり経過しているので　秋月電子でも

①のキット商品は、販売していません。

キット②に使用されている XR-2206のデータ

シートを ダウンロードしました。

 データシートの作成日付は、1997年6月で、

ICL8038よりは、だいぶ新しいです。

とはいっても20年以上経過してますね。

　このキット②は、まだ 秋月電子でも販売してい

ます。　　基本的に ICL8038と XR-2206 は、アナ

ログ回路のFG専用の ICです。 性能的にも、

ICL8038より XR-2206 の方が、優れています。

キット③は、信号波形は、D/Aコンバータで出力

するフルデジタル制御の FGです。　



各　ＦＧキットの発売時期の年代

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

キット③
FG085 FGキット

キット②
XR-2206 使用 キット

キット①
ICL8038 使用 キット

今回のキット商品が、秋月電子で 販売されていたと思われる期間を、年表的に表してみました。
キット①は、ICL8038の製造終了による部品の入手困難で、2000年頃 販売が終わったと
思われます。　キット②と 　キット③は、今も 販売されてます。
次に、各キットの組み立て前の 写真をお見せします。（ キット③は、完成後の写真もあります。）

歴代のと表現したのは、90年代が ICL8038で、2000年～
2010年が XR-2206 それ以降は XR-2206と、FG085 とい
う事で 年代毎に分けられるかなと思ったからです。



キット①　INTERSIL 8038 IC 使用
ファンクションジェネレーターキット（価格？）



キット②　EXAR社　XR-2206 IC 使用
ファンクションジェネレーターキット（ 2,400円 ）



キット③　秋月電子で販売している
jyetect 社 のFG085

 Function Generator Kit　（ 4,400円 ）



キット③　FG085 完成写真
アクリルの前後パネルが 付きます。（ 寸法： 155×55×30mm ）



各ＦＧの特徴、仕様：

秋月電子の説明書、Ｗｅｂサイトを参照しました。

　キット①　ＩＣＬ8038 を 使用したＦＧ

 ＩＣＬ8038の仕様

 電源電圧： 　                        ±5V ～ ±15V　

 発振周波数の温度安定度：　　　50ppm

 正弦波、三角波、矩形波を同時に得られる。

 大振幅出力が得られる。　        5V ～ 28Vまで

 正弦波の歪み率：　　　　　　　　　１％

 周波数動作範囲が広い：　       0.001Hz～0.3MHz

 Duty Cycle 可変範囲：             2％ ～ 98％

 キット① 独自の拡張機能

 正弦波のトーンバースト波形を 出力可能。

 CXの       　0.001uF -> 5KHz  ～ 100KHz

 周波数レンジ  0.01uF -> 500Hz ～ 10KHz

 （めやす）   　0,1uF -> 50Hz  ～ 1KHz

　                1uF -> 5Hz   ～ 100Hz

 キット② XR-2206を 使用したＦＧ仕様

XR-2206の仕様

出力波形：方形波 三角波 正弦波 （切替式）

 出力周波数範囲：　　 0.02Hz ～ 1MHz

 電源電圧：　　　　　 DC 10V ～ 26V

 消費電流：　　　　　 19 ～ 25mA

 発振周波数の温度安定度： 20 ppm

 正弦波の歪み率：　　　　 0.5 ％

 Duty Cycle 可変範囲：    1％ ～ 99％

 キット② コンデンサによる周波数レンジ

 100pF：　90KHz ～ 1MHz

 0.001uF：10KHz ～ 600KHz

 0.01uF：  1KHz ～ 80KHz

 0.1uF：　130Hz ～ 10KHz

 1uF：　　 10Hz ～ 800Hz

100uF：　 0.2Hz ～ 10Hz



 キット③ FG085 キットＦＧ仕様

 設定周波数範囲：　1Hz ～ 200KHz( 正弦波 )

 周波数分解能：　　1Hz

 出力振幅範囲：　　0V ～ 10Vp-p

 オフセット範囲： -5V ～ +5V

 メモリ量：　　　　256バイト

 サンプルレート：　2.5Msps

出力： BNCコネクタ（ 50Ω ）

電源： DC 15V（ 無負荷時 150mA以下 ）

寸法： 155x55x30mm

特徴

出力波形：　正弦波、矩形波、三角波、ランプ波（上昇、下降）、階段波

サーボモーター制御信号 生成機能付き

ロータリーエンコーダとキーパッドによる簡単操作

各種設定を保存するメモリ機能付き

バックライト内蔵で、見やすいディスプレィ。



大雑把に仕様を 整理すると

電源電圧：　キット①　±5V ～ ±15V

　　　　　　　 キット②　10V ～ 26V

　　　　　　　 キット③　15V（ ACアダプタ ）

出力波形：　キット①　正弦波、三角波、矩形波

　　　　　　　 キット②　正弦波、三角波、矩形波

　　　キット③　正弦波、三角波、矩形波、その他

出力周波数範囲：　キット①  5Hz ～ 100KHz

　　　　　　　　　　　　キット②  0.2Hz ～ 1MHz

　　　　　　　　　　　　キット③  1Hz ～ 200KHz

出力振幅範囲：　

　　キット①　矩形波では　5V ～ 28V

　　キット②　電源 12Vで　6Vp-p

　　キット③　0V ～ 10Vp-p

　　　　　　　　　　　　　

発振周波数の温度安定度：キット①　50ppm

　　　　　　　　　　　　キット②　20ppm

　　　　　　　　　　　　キット③　未記入

正弦波の歪み率：　キット①　1%

　　　　　　　　　キット②　0.5%

　　　　　　　　　キット③　未記入

Duty cycle 可変範囲：

　　　　　　　　　キット①　2% ～ 98%

　　　　　　　　　キット②　1% ～ 99%

　　　　　　　　　キット③　未記入

DCオフセット範囲： キット①　無し

　　　　　　　　　 キット②　無し

　　　　　　　　　 キット③　-5V ～ +5V



改造は、次回のテーマとして検討します。

　キット①と キット②は、基板と 部品だけの

似たようなキットです。　基板の回路を中心に

ユーザによって、より 使いやすくするために

任意で改造して下さい。　という感じが します。

　改造するという事は、電子回路の知識が、無い

と出来ません。　ちょっと敷居の高いところもあり

ますね。　

　それに対し キット③は、ハンダ付けの難しい表

面実装部品は、既に半田付けしてあり、スイッチ

コネクタ、電解コンデンサなどの大きめの部品を

説明書を見て 半田付けすれば 完成します。

調整箇所も無いし、初心者向けといえます。

（ ちなみに説明書は、英語です。 ）

このキット③は、ソフトで コントロールしているの

で 基本的に改造は 出来ない、と考えて下さい。

　発振周波数の温度安定度は、キット③は、未

記入ですが、デジタルで水晶発振で動いている

と思われるので、温度安定度は、良いと思われ

ます。

　正弦波の歪み率は、キット③は、未記入。

　Duty cycle 可変範囲は、キット③は、未記入

（ 機能として、書いてありません。)

DCオフセットの機能は、キット③にはありますが

キット①、キット②では ありません。　 外付けで

OPAMPによる加算回路を、付ければ、オフセット

機能は追加出来ます。　

その前に、キット①は、出力レベルを 調整する

ボリュームのような物が 無いので、やはり

若干の外付け回路を追加したくなりますね。

　今回は、キットの評価なのでそのまま組み立て

る事にします。　
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ICL8038の FGキット基板は、直接半田付け
する部品は、遥か昔、半田付け してました。

後は、電源供給と 信号線引き出しの
リード線をハンダ付けするだけです。



裏面は、パターンが分かりにくいので マッキーで
グランドは 黒、+12Vは 赤、-12Vは 青に　着色しました。



黒、柿、青が
電源（±12V）です。

黒と黄色４本が、波形出力
サイン波、三角波、矩形波

トーンバースト波です。

青、白の線が
周波数レンジ切り替えの
コンデンサ接続用です。

緑、灰色、茶色が
周波数調整用

ボリューム接続用です。

デューティ調整用VR3

正弦波歪み調整用VR1

バースト波調整用VR4



このICL8038は、年代物ですね。
上下をセラミックで挟んだパッケージです。



　右は、ICL8038 1KHzの、各波形出力の

オシログラフの Jpeg画像です。

矩形波：　20 Vp-p

三角波：　7.2Vp-p

正弦波：　5.16Vp-p

バースト正弦波：　2.4Vp-p

で、各波形により レベル差が、かなり

あります。　これでは、波形を切り替えた

際に、オシロ波形がオーバースケールし

て使いずらいと思われます。　それぞれ

の波形振幅が、ほぼ揃っている方が、

扱いやすいので、抵抗分圧で、レベル合

わせする等の工夫をした方がいいと思わ

れます。

ICL8038 各波形出力
振幅の レベル差



10Hz 100Hz 1KHz 10KHz 100KHz

ICL8038／1.5uF

ICL8038／0.1uF

ICL8038／0.01uF

ICL8038／0.001uF

周波数レンジ設定用コンデンサの 凡その守備範囲

灰色部分は
発振が 不安定です。



+12V

-12V



ICL8038／矩形波出力
10Hz、100Hz、1KHz、

10KHz、100KHz の波形



ICL8038／三角波出力
10Hz、100Hz、1KHz、

10KHz、100KHz の波形



ICL8038／正弦波出力
10Hz、100Hz、1KHz、

10KHz、100KHz の波形



ICL8038
正弦波トーンバースト波出力

10Hz、100Hz、1KHz、
10KHz、100KHz の波形



10Hz 100Hz 1KHz 10KHz 100KHz
0db

-1db

-2db

-3db

ICL8038 FG

各FGキットの周波数応答特性


